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岩手県の教育情報化の状況と今後の方向性
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選択協議題B
ICT環境を基盤とした先端技術等を活用した新しい学びの実現



全体の構成

１ いわて県民計画（2019～2028）について

学びの改革プロジェクト

２ 岩手県の教育情報化の状況ついて

学校のICT環境整備の状況

ICT機器の活用事例

アンケート結果

３ 今後の方向性について
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１ いわて県民計画

2

１ いわて県民計画（2019～2028）について

計画の構成１

（1） 長期ビジョン
長期的な岩手県の将来を展望し、県民みんなで目指す将来像

と、その実現に向けて取り組む政策の基本方向を明らかにする
もの

（2） アクションプラン
「長期ビジョン」の実効性を確保するために、重点的・優先的に
取り組むべき政策や、その具体的な推進方策を明らかにする
「復興推進プラン」、「政策推進プラン」、「地域振興プラン」、「行
政経営プラン」を策定

用語解説

*マニフェスト・サイクル
有権者が望む政策を直接、行
政に反映していくため、明確な
目標を掲げた選挙公約である「マ
ニフェスト」を基本に、行政計
画を策定・実施し、その政策の
評価を踏まえ、新たなマニフェス
トを作成し、有権者の審判を受
ける一連の流れ。

10 年間の「長期ビジョン」と、マニフェスト・サイクル* を考慮した「アクションプラン」
による構成
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年度 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

長期ビジョン(10年間)

復興推進プラン(4年間) 第２期以降の「復興推進プラン」の取扱いは、
今後の復興の状況を踏まえながら検討

政策推進プラン(4年間)
地域振興プラン(4年間)
行政経営プラン(4年間)

政策推進プラン(4年間)
地域振興プラン(4年間)
行政経営プラン(4年間)

政策推進ﾌﾟﾗﾝ(2年間)
地域振興ﾌﾟﾗﾝ(2年間)
行政経営ﾌﾟﾗﾝ(2年間)

いわて県民計画（2019~2028）

計画の期間２
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新しい時代を切り拓くプロジェクト

10年後の将来像の実現をより確かなものとし、さらに、その先を見据え、
長期的な視点に立って、新しい時代を切り拓いていく、11のプロジェクト

④ 北いわて産業･社会革新ゾーンプロジェクト

③ 三陸防災復興ｿｰﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ② 北上川バレープロジェクト① ＩⅬＣプロジェクト

⑤ 活力ある小集落実現プロジェクト

⑥ 農林水産業高度化推進プロジェクト

⑩ 水素利活用推進プロジェクト

⑨文化スポーツレガシープロジェクト⑧ 学びの改革プロジェクト

⑦ 健幸（けんこう）づくりプロジェクト

⑪ 人交(じんこう)密度向上プロジェクト

いわて県民計画（2019~2028）
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学びの改革プロジェクト８

（１）プロジェクトのねらい

いわて県民計画（2019~2028）

新たな社会を創造し、
岩手県の未来をけん引する人材の育成

就学前から高校教育までの

質が高く切れ目のない教育環境
の構築

人工知能（AI）をはじめとする
第4 次産業革命技術を活用



１ いわて県民計画学びの改革プロジェクト

（２）内容

① タブレット等のICT 機器を活用した学習指導方法の研究・開発等に
よる習熟度や学習環境等に応じた教育の推進

インターネット回線の高速化、Wi-Fi 環境の整備、
学習者用パソコン・タブレット等の整備し、児童生
徒がICT 機器を使い学びを深める

IoT、AIなどを活用する社
会に対応できる能力

ICT 機器の活用により、家庭や地域と連携しながら
児童生徒の習熟度や言語等のハンディ、障がいな
ど一人ひとりの能力や特性に対応

個別最適化された学び
を実現

距離の壁を越えて学習指導を充実させる遠隔教
育や、学校の枠を超えて研修機会を拡大する遠
隔研修等

遠隔教育や遠隔研修等
の充実

仮想現実（VR）技術を活用した仮想の理科実験・
社会見学・防災訓練など

新たな学びの体験
の創出



１ いわて県民計画学びの改革プロジェクト

（２）内容

② 幼児・児童・生徒の学びや生活に関するデータを活用した一人ひと
りに応じた学習指導、生徒指導等の充実

大学、企業等と連携した、小・中・高等学校におけ
る学力調査等の連結データの構築・分析

一人ひとりのつまずきの
箇所・要因等の把握

つまずきの箇所等を踏まえた学年横断的な指導
や家庭と連携した反転学習など

効果的な指導方法
の研究・開発

成績や出欠状況、保健、学籍など、学校生活等に
関するデータの一体化

生徒指導等への活用

学力調査等の連結データや学校生活等に関する
データに幼児期のデータなども加え、「学びの履
歴」を構築し、人工知能（AI）での分析

効果的な学習指導等



１ いわて県民計画学びの改革プロジェクト

（２）内容

③ 教育用AI の共同開発など産業界をはじめとした関係機関との連
携による教育分野への第4 次産業革命技術の導入促進

県内の大学や企業等との連携を通じ、教育に関す
る各種システムや教育用AI の共同開発など

第4 次産業革命技術
の導入促進



１ いわて県民計画学びの改革プロジェクト

（３）プロジェクトで目指す姿

就学前から高校教育までの質が高く切れ目のない教育環境の構築を通じて、
新たな社会を創造し、岩手県の未来をけん引する人材の育成

データを活用
した指導改善

習熟度の可視化

授業(講座)動画の配信

個別最適化ドリル

宿題(ドリル等)の配信

ＰＣ・タブレット
電子黒板整備

ＶＲ技術の活用

遠隔教育・遠隔研修

効果的な指導の検討

つまずきの把握生徒指導の充実

授業改善

（個別学習）

（繰り返し学習）

（グループ別学習）
（課題学習）

（補充的・発展的な学習）

（指導体制の工夫改善）

（個に応じた指導）

個別最適化
された学び

ICT機器
の活用

生まれ育った地域で、個々の状況に応じた
質の高い教育を受けられる環境の構築

ICT機器を使いこなし学
びを深め、情報を理解
し活用する能力が定着

社会の変化に対応し、新たな
価値を創造するための基盤と
なる確かな学力等が定着

子どもの学びをAIがサ
ポートし、いわて発の
新たな学習環境を構築
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ICT環境の整備方針で目標とされている水準１

教育のＩＣＴ化に向けた環境整備５か年計画（2018～2022年度）

●学習者用コンピュータ ３クラスに１クラス分程度整備
●指導者用コンピュータ 授業を担任する教師１人１台
●大型提示装置・実物投影機 100％整備
●各普通教室１台、特別教室用として６台
（実物投影機は、整備実態を踏まえ、小学校及び特別支援学校に整備）

●超高速インターネット及び無線LAN 100％整備
●統合型校務支援システム 100％整備
●ＩＣＴ支援員 ４校に１人配置
●上記のほか、学習用ツール、予備用学習者用コンピュータ、充電保管庫、学習用サーバ、
校務用サーバー、校務用コンピュータやセキュリティに関するソフトウェアについても整備

１日１コマ分程度、
児童生徒が１人１
台環境で学習で
きる環境の実現



２ 教育情報化の状況
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岩手県の教育情報化の状況について

学校のICT環境整備の状況２

「学校における教育の情報化の実態等に関する調査」

※出典：平成30年度学校における教育の情報化の実態等に関す
る調査結果（概要）（平成31年３月現在）〔速報値〕（令和
元年８月文部科学省）



２ 教育情報化の状況
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学校のICT環境整備の状況

教育用コンピュータ1 台当たりの児童生徒数（１）

岩
手
県



２ 教育情報化の状況
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学校のICT環境整備の状況

教育用コンピュータ1 台当たりの児童生徒数（１）



２ 教育情報化の状況
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学校のICT環境整備の状況

普通教室の無線LAN整備率（２）

岩
手
県



２ 教育情報化の状況
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学校のICT環境整備の状況

超高速インターネット接続率（30Mbps以上回線）（３）

岩
手
県



２ 教育情報化の状況学校のICT環境整備の状況

普通教室の大型提示装置整備率（４）

岩
手
県



２ 教育情報化の状況
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岩手県の教育情報化の状況について

ICT機器の活用事例３

〇プロジェクター
13台整備

（特別教室常設６台、移動式７台）

短焦点型
プロジェクタ
（20～25万円）

スクリーンは
模造紙で代用
（経費削減のため）

〇Wi-Fi環境
40台接続可能のホームルーター７台

放課後の使用
を認めている

無料の数学アプ
リを使用

盛岡第一高等学校事例１



２ 教育情報化の状況
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〇プロジェクター
各学年フロアに１台
その他10台程度

〇Wi-Fi環境
なし （授業によっては生徒個人のスマホを活用）

個人所有のICT機器を準
備している教員もいる

ICT機器の活用事例

盛岡第三高等学校事例２

無料のアプリを使用
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岩手県の教育情報化の状況について

ICT機器の活用に関するアンケート結果４

実施校 盛岡第三高校
回答数 52部（一部回答不備含む）

男性
78%

女性
22%

性別

■回答者について

20代
14%

30代
20%

40代
42%

50代
16%

60代
以上

8%

年齢

国語

14%

地歴公

民

17%

数学

19%理科

14%

保健体

育

16%

芸術

2%

外国語

14%

家庭

2%
その他

2%

教科
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ICT機器の活用に関するアンケート結果

Q１. 現在、次のICT機器を授業で活用していますか。

ほとんど毎時間 学期に数回程度 年に数回程度 ほとんど使用しない

①大型提示装置
（プロジェクタ、大型ディスプレイ等）

②タブレット端末等
（生徒個人のスマートホン含む）

33%

19%13%

35%

4%

26%

18%
52%

約２/３が活用 約半数が活用
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Q１. 現在、次のICT機器を授業で活用していますか。

ほとんど毎時間 学期に数回程度 年に数回程度 ほとんど使用しない

③実物投影機
（書画カメラ等）

④コンピュータ室のPC

6%
15%

9%

70%

2%
9%

11%

78%
３割が活用 ２割が活用

２ 教育情報化の状況ICT機器の活用に関するアンケート結果
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Q２. 次のICT機器を授業で活用しない(活用しにくい)理由は何ですか。

操作方法がわからない 授業での有効活用方法がわからない 準備に時間がかかる

機器が足りない（他で使用されている） その他

①大型提示装置
（プロジェクタ、大型ディスプレイ等）

②タブレット端末等
（生徒個人のスマートホン含む）

5%
16%

49%

16%

14% 15%

31%

10%

26%

18%

約半数が準備に課題

２ 教育情報化の状況ICT機器の活用に関するアンケート結果

１/３が活用方法が
わからない
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Q２. 次のICT機器を授業で活用しない(活用しにくい)理由は何ですか。

③実物投影機
（書画カメラ等）

④コンピュータ室のPC

操作方法がわからない 授業での有効活用方法がわからない 準備に時間がかかる

機器が足りない（他で使用されている） その他

16%

20%

18%

30%

16% 12%

27%

18%

25%

18%

２ 教育情報化の状況ICT機器の活用に関するアンケート結果

機器が足りない
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Q３. 大型提示装置を活用していると答えた方にお尋ねします。
どのような教材を表示していますか（複数回答可）

35%

68%

35%

61%

55%

19%

19%

13%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

既存のコンテンツ

教員が作成した説明・練習問題等

グラフや数値計算結果

図鑑や写真等の静止画

ビデオ教材等の動画

操作、動作等の実演

生徒の回答や作品

生徒が作成したスライド等

その他

自作教材や静止画・動
画が多く、既存のコン
テンツは１/３程度

生徒の活動にはあまり
活用されていない

２ 教育情報化の状況ICT機器の活用に関するアンケート結果
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Q４. 次のICT機器の整備について最も近い考えのものを選択してく
ださい。

整備した方がよい できれば整備した方が良い どちらともいえない 必要はない

① 普通教室に常設の
大型提示装置

② 特別教室に常設の
大型提示装置

③ 普通教室の
Wi-Fi環境

66%

20%

10%
4%

74%

14%

8%
4%

56%20%

20%

4%

約８割が整備を希望

２ 教育情報化の状況ICT機器の活用に関するアンケート結果
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Q４. 次のICT機器の整備について最も近い考えのものを選択してく
ださい。

整備した方がよい できれば整備した方が良い どちらともいえない 必要はない

④ グループに１台程度の
タブレット端末等

⑤ 生徒1人１台
タブレット端末等

28%

16%40%

16%
28%

26%
32%

14%

整備希望は約５割

２ 教育情報化の状況ICT機器の活用に関するアンケート結果



３ 今後の方向性
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３ 今後の方向性ついて

全国の学校（普通教室）におけるICT環境整備のステップ(イメージ)１



３ 今後の方向性
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今後の方向性について

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8短期的 中期的 長期的

新学習指導要領（小学校）（R２～）

新学習指導要領（中学校）（R３～）

新学習指導要領（高校）（R４～）

回線速度

１Gbps
教育情報
ネットワーク

無線LAN

全ての教科で大型提示装置を活用し、
確かな学力の定着を目指す

１人１台端末を活用し、基礎学力の定着や
情報活用能力の向上を目指す

連結データの活
用した指導や最
先端技術の導入
を目指す

これまでの
教育

国の動向

こんな考え
もあるよ

多様な意見や考えを整理・比
較することで深い学びの実現

教育コンテンツを活用した
個々の能力に応じた学習

学びの履歴データの
分析・活用

授業動画や宿題の配信による補
充・発展的な学習や繰り返し学習

遠隔教育による教育の
地域格差の縮小

へ～、
おもしろい

分かりやすい授業による
知識理解の定着

グループで話し
合いましょう

主体的・対話的で深い学びの
実現に向けた授業改善

ICT機器を活用
した授業改善

新時代の学びにおける
先端技術導入実証研究

実証研究

大型提示装置
普通教室

県立高校の
整備予定

教育のICT化に向けた整備計画５か年計画（H30～R4）

岩手県の取組の方向性２



岩手県教育委員会事務局
〒020-8570 岩手県盛岡市内丸10番1号

TEL:019-629-6105
FAX:019-629-6119
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Revolution of education in iwate
いわて学びの改革「Re-iwa」の時代へ

岩手県イメージキャラクター「わんこきょうだい」


